
お知らせInformation

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ９月17日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 10月８日㈭10時～16時 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ９月15日㈫・10月６日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 10月８日㈭13時30分～16時30分 西城自治振興センター

東城 10月１日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 ９月17日㈭13時30分～15時30分 口和老人福祉センター

高野 10月13日㈫13時～15時 高野支所

総領 10月14日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 ９月17日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ９月17日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

高野 10月13日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活室
☎0824-86-2115

総領 10月14日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 ９月29日㈫13時～16時 東城支所 広島弁護士会三次地区

会による無料相談。
要予約

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154　高野 10月13日㈫13時～16時 高野福祉保健センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活室
市民生活係

東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障 害 者 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 社会福祉課障害者福祉係 障害者相談支援員 障害者相談専用

☎0824-73-1249

障害者相談員
定 期 相 談 会

西城 10月10日㈯13時30分～15時 西城支所（しあわせ館） 身体・知的 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210比和 10月６日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

身体障害者舗
装 具 判 定 会【肢体】９月17日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

エ イ ズ 検
査・ 相 談 10月７日㈬13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 ９月28日㈪・10月５日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

離乳食教室 ９月15日㈫13時30分～15時 庄原市保健福祉センター
母子健康手帳
エプロン・三角巾
筆記用具

申し込み必要

育児相談 10月５日㈪13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問
い合わせください）

母子保
健事業

●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 27　2015.9 ／広報しょうばら



お知らせInformation

催
し
・
講
座

相　
　

談

募　
　

集

農
地
と
登
記
の
無
料
相
談
会

　

農
地
の
転
用
や
登
記
を
は
じ

め
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
農
業
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と
き　

10
月
１
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
・
高
野
支
所

予
約
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
３

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　
　
　
　

「
障
害
者
の
働
く
を
考
え
る
」

　

平
成
28
年
度
か
ら
「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
る
に
当

た
り
、「
障
害
者
雇
用
と
人
権
」
を

テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。「
ど
ん
な
法
律
？
」「
必

要
な
配
慮
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」

な
ど
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
演
の
ほ
か
に
、
実
際
に
障
害

者
雇
用
を
し
て
い
る
企
業
の
方

や
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
当
事
者

の
方
に
も
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
き　

９
月
16
日
㈬　

13
時

と
こ
ろ　
　

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
三
次
市
十
日
市
東
三
丁
目
14
番

１
号
）

対
象

三
次
・
庄
原
市
内
の
当
事
者
と
そ

の
家
族
、
支
援
者
や
企
業
の
方
、

そ
の
他
興
味
の
あ
る
方

講
演

「
障
害
者
雇
用
と
人
権
」

広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究

科
教
授　

横よ
こ
ふ
じ
た

藤
田　

誠
ま
こ
と
さ
ん

申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
１
８
９
６

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
63
‐
１
８
９
７

平
成
27
年
度　
　
　
　
　
　

　

庄
原
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

庄
原
市
の
こ
れ
か
ら
の
教
育
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、

児
童
生
徒
の
学
び
の
姿
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
26
日
㈯　

12
時
20
分
受
付　

12
時
50
分
開
始

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

内
容　

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

和
太
鼓
演
奏
（
美
古
登
小
学
校

児
童
）、
英
語
ス
ピ
ー
チ
（
高
野

中
学
校
生
徒
）

●
公
開
授
業

小
学
校
外
国
語
活
動
（
板
橋
小
学

校
児
童
、
指
導
教
諭
）

●
講
演

「
庄
原
市
の
外
国
語
教
育
に
期
待

す
る
こ
と
」

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局　

教
科
調
査
官　

直な
お
や
ま山
木ゆ

う

こ
綿
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
セ

ミ
ナ
ー

【
第
２
回
研
究
室
訪
問
】

　

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ

ス
の
研
究
室
訪
問
・
施
設
見
学
を

実
施
し
ま
す
。
今
回
は
「
農
業
」

を
テ
ー
マ
に
研
究
室
を
訪
問
し
、

大
学
の
先
生
と
お
話
し
し
た
り
、

大
学
の
施
設
を
見
学
し
た
り
し
ま

す
。「
県
立
広
島
大
学
」
に
つ
い

て
も
っ
と
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

９
月
29
日
㈫

９
時
15
分
～
12
時

と
こ
ろ

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

問
い
合
わ
せ

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進
機

構　☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
１
２
１

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

備
後
地
区
生
徒
児
童　
　
　

　

発
明
く
ふ
う
展
作
品
展
示

　

庄
原
市
内
の
小･

中
学
校
か
ら
出

品
さ
れ
た
全
作
品
と
他
市
町
の
入
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
工
夫

さ
れ
た
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
１
日
㈭　

10
時
～
19
時
・

２
日
㈮ 

8
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４　

第
１
回
庄
原
書
道
大
会

　

庄
原
市
内
外
の
方
を
対
象
と
し

た
書
道
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
会

場
に
習
字
道
具
を
持
参
し
て
、
そ

の
場
で
課
題
字
句
を
指
定
の
用
紙

に
書
き
ま
す
。
優
秀
な
作
品
に
は

各
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

と
き　

10
月
３
日
㈯

９
時
受
付　

10
時
開
始

と
こ
ろ　

庄
原
小
学
校
体
育
館

対
象　

小
・
中
・
高
校
生
、
一
般

参
加
費

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

高
校
生
・
一
般　

５
０
０
円

課
題

【
小
学
生
】
１
年
「
し
」
２
年
「
十
」

３
年
「
市
」
４
年
「
庄
原
」
５
年

「
市
制
」６
年「
里
山
の
秋
」（
半
紙
）

【
中
学
生　

自
由
書
体
】
１
年
「
記

念
大
会
」
２
・
３
年
「
伝
統
文
化
」

（
長
半
紙
）

【
高
校
生
・
一
般　

自
由
書
体
】

高
校
生
「
雄
大
な
自
然
」
一
般
漢

字
「
郷
土
芸
術
展
」
一
般
か
な
「
秋

風
に
い
と
ど
ふ
け
ゆ
く
月
影
を
立

ち
な
か
く
し
そ
天
の
川
霧
」（
藤

原
清
正
）（
半
切
用
紙
）

参
加
申
し
込
み　

参
加
申
込
書
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
学
年
・
年
齢
を
記
入

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
９
月
20
日
㈰
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
‐
０
０
１
２
庄
原
市
中

本
町
一
丁
目
15
‐
７

庄
原
書
道
墨
友
会　

会
長　

平
岡

慶
舟

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
６
７
７

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
72
‐
２
２
５
７

第
23
回
比
和
や
ま
び
こ
祭

　

比
和
牛
供
養
田
植
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
バ
ザ
ー

や
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

「
か
ら
だ
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
」

「
ツ
ー
リ
ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
in
比

和
大
会
」も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

広
島
百
山
「
福
田
頭
」
な
ど
の

美
し
い
自
然
の
山
々
を
見
な
が
ら
楽

し
い
１
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
４
日
㈰

第
11
回
庄
原
市
美
術
展
覧
会

作
品
募
集

　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
で
11
月
３

日
（
火
・
祝
）
～
７
日
（
土
）
お

よ
び
13
日
㈮
～
18
日
㈬
に
開
催
す

る
市
美
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

出
品
規
定

○
市
内
在
住
ま
た
は
、
市
内
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
方
、
ま
た
は
学
生
、
単
身
赴
任

者
な
ど
で
一
時
的
に
市
内
を
離
れ

て
い
る
方
。
自
己
の
創
作
し
た
作

品
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
１
種
目
に
つ
き
１
人
１
点
と
し

ま
す
。

種
目

　

絵
画（
水
彩
、油
彩〔
デ
ザ
イ
ン
、

版
画
〕
を
含
む
）、
彫
塑
、
工
芸

（
陶
芸
、
染
織
、
木
工
、
ち
ぎ
り
絵
、

七
宝
、
押
花
な
ど
）、
書
（
漢
字
、

仮
名
、
前
衛
）、
写
真
。
※
規
格

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
作
品
の
搬
入
日
ま
で
に
田
園

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
田
園
文
化
セ

ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
課
、
各
支
所

教
育
室
、
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

作
品
搬
入
日

10
月
９
日
㈮
・
10
日
㈯

10
時
～
18
時

表
彰

龍
め
ぐ
り
昇
運
ツ
ア
ー

　

庄
原
市
観
光
協
会
は
、
本
年
度

「
地
域
限
定
旅
行
業
」
を
取
得
し

た
記
念
企
画
と
し
て
、「
龍
め
ぐ

り
昇
運
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
ま
す
。

　

国
重
要
文
化
財
円
通
寺
で
雪
舟

が
描
い
た
と
い
わ
れ
る
龍
の
絵
を

鑑
賞
、日
本
百
景
の
一
つ
帝
釈
峡
・

神
龍
湖
を
龍
船
で
遊
覧
、
国
営
備

北
丘
陵
公
園
・
神
楽
殿
で
、
わ
ら

で
作
ら
れ
た
龍
の
下
で
舞
わ
れ
る

神
楽
「
八
岐
大
蛇
」
見
学
と
龍
に

ま
つ
わ
る
３
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
楽

し
め
る
ツ
ア
ー
で
す
。

と
き

第
1
回　

９
月
13
日
（
日
）

第
2
回　

10
月
12
日
（
月
・
祝
）

10
時
集
合

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
備
後
庄
原
駅
出
発

料
金　
一
人
８
８
８
８
円（
要
予
約
）

そ
の
他

●
自
家
用
車
で
お
越
し
の
方
は
、

「
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く

ら
」
上
部
駐
車
場
へ
9
時
50
分
ま

で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
●
食
事

場
所
は
遊
覧
船
内
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
陸
上
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
●
少
雨
決
行
。
必
要
な

方
は
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

と
こ
ろ　

比
和
総
合
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ

比
和
や
ま
び
こ
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
比
和
支
所
産
業
建
設
室
）

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
３

総
領
お
い
で
ん
祭
２
０
１
５

　

２
年
に
１
度
開
催
す
る
、
総
領

町
最
大
の
お
祭
り
「
総
領
お
い
で

ん
祭
」。
地
域
団
体
な
ど
に
よ
る

バ
ザ
ー
が
多
数
出
店
さ
れ
る
ほ

か
、
各
団
体
ス
テ
ー
ジ
披
露
や
特

産
品
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
ザ
・
ぼ
ん
ち
」
の
漫

才
を
は
じ
め
、「
南　

一
誠
」
歌

謡
シ
ョ
ー
の
ほ
か
多
く
の
ゲ
ス
ト

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
祭

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

と
き　

10
月
４
日
㈰

９
時
50
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

市
役
所
総
領
支
所
裏
芝
生
広
場

問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
（
総
領
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
７

第
11
回
庄
原
絵
手
紙
大
賞　

作
品
募
集

募
集
作
品　

未
発
表
の
自
作
絵
手
紙
（
ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ
）
１
人
２
点
以
内

題
材　

自
由

対
象

市
内
在
住
ま
た
は
通
学
・
勤
務
の
方

募
集
期
間　

９
月
18
日
㈮
ま
で

応
募
要
領　

　

作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
（
園
児
、
児
童
、

学
生
は
保
育
所
・
幼
稚
園
・
校
名
、

学
年
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰　

　

一
般
・
子
ど
も
の
部
そ
れ
ぞ
れ

に
、
大
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励
賞
を

贈
り
ま
す
。

そ
の
他　

　

入
賞
作
品
、
応
募
作
品
は
10
月

８
日
㈭
～
10
日
㈯
に
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
「
ア
ー
ト
多
愛
夢
」
で
展
示

し
ま
す
。
入
賞
作
品
の
著
作
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
（
庄
原
市
民
会

館
内
）

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
５
４
５
３

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

　

優
秀
な
作
品
に
対
し
て
大
賞
・

奨
励
賞
を
授
与
し
ま
す
。
表
彰
式

は
、
11
月
３
日
（
火
・
祝
）
９
時

30
分
か
ら
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
。

展
覧
会

【
前
期
展
】

彫
塑
／
工
芸
／
書

11
月
３
日
（
火
・
祝
）
～
７
日
（
土
）

【
後
期
展
】

絵
画
／
写
真

11
月
13
日
㈮
～
18
日
㈬

10
時
～
18
時

※
16
日
は
休
館

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
１
５
９
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そ  

の  

他

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
４
月
入
校
生
募
集

　

平
成
27
年
度
の
卒
業
生
ま
た
は

卒
業
見
込
み
者
を
対
象
に
、
平
成

28
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
訓
練
科
な
ど

●
自
動
車
整
備
科
（
２
年
間
・
高

卒
見
込
み
者
）

●
溶
接
加
工
科
（
１
年
間
）

●
建
築
科
（
１
年
間
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
６
カ
月
間
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
の
方
は
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
対
象
者

平
成
27
年
度
の
卒
業
生
、
ま
た
は

卒
業
見
込
み
者

応
募
受
付
期
間

９
月
28
日
㈪
～
10
月
30
日
㈮
必
着

選
考
日　

11
月
20
日
㈮

※
選
考
内
容
、
合
格
発
表
日
時
な

ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

第
27
回
豊
か
な
自
然
写
真　

　
　

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

本
年
度
も
27
回
目
と
な
る
豊
か

な
自
然
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
中
国
山

地
の
自
然
と
風
物
を
対
象
と
し
た

も
の
（
自
然
の
景
観
、
動
植
物
の

生
態
、
山
村
の
風
景
、
人
々
の
く

ら
し
、
伝
統
行
事
な
ど
）
を
テ
ー

マ
と
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
め
切
り

12
月
15
日
㈫
必
着

応
募
方
法

○
応
募
要
項
・
応
募
票
に
よ
り
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
要
項
・
応
募
票
は
生
涯
学

習
課
ま
た
は
各
支
所
教
育
室
に
あ

り
ま
す
。
電
話
に
よ
る
請
求
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

比
和
教
育
室
（
比
和
自
然
科
学
博

物
館
）

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
５

高
速
バ
ス
の
路
線
休
止
の　

お
知
ら
せ

　

現
在
、
庄
原
イ
ン
タ
ー
停
留
所

で
乗
降
で
き
る
夜
行
高
速
バ
ス

「
津
和
野
発
～
東
京
線
」
が
、
運

行
会
社
の
事
情
に
よ
り
、
９
月
11

日
㈮
か
ら
路
線
休
止
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
㈱

☎
０
８
２
‐
２
６
１
‐
１
２
６
８

国
民
年
金
保
険
料
「
10
年
の

後
納
制
度
」
９
月
30
日
ま
で

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、
過

去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
す
（
本
来
、
国
民

年
金
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る

と
時
効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
）。
こ
の
制
度
を
利

用
す
れ
ば
、
将
来
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
９
月

30
日
㈬
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
、
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

に
限
り
、
過
去
５
年
間
に
納
め
忘

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

応
募
先

○
短
歌
（
一
人
一
首
）

上
原
町
36
‐
３　

清
光
康
子
宛

○
俳
句
（
一
人
二
句
）

川
手
町
５
９
７
‐
２

桑
原
知
樹
宛

○
川
柳
（
一
人
五
句
）

川
手
町
１
３
１
８
‐
３

林　

武
志
宛

○
現
代
詩
（
一
人
一
篇
）

高
茂
町
16　

田
中
虎
市
宛

応
募
期
限　

10
月
９
日
㈮
必
着

そ
の
他

11
月
14
日
㈯
の
大
会
で
、
部
門
ご

と
に
優
秀
作
品
８
点
を
選
び
表
彰

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会　

林
武
志

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
２
８
６

庄
原
市
文
芸
大
会
作
品
募
集

　

庄
原
市
文
化
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
作
品

①
短
歌
②
俳
句
③
川
柳
④
現
代
詩

応
募
資
格

庄
原
市
民
（
市
内
の
文
芸
サ
ー
ク

ル
に
所
属
の
人
を
含
む
）

応
募
方
法　

　

自
作
の
未
発
表
作
品
を
、
は
が

き
に
書
い
て
各
応
募
先
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

※
現
代
詩
は
原
稿
用
紙
に
書
い
て

封
書
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
可
）

※
応
募
は
一
部
門
の
み
で
、
重
複

は
で
き
ま
せ
ん
。

平成27年度　県立広島大学公開講座　テーマ：「大人のための高校講座」

　今回の講座は、高校の授業科目である「公民（政治経済）」、「公民（現代社会）」、「現代文」、「英語」になぞらえて、
経済格差、憲法問題、大学の教養主義、英語の早期教育などの問題を取り上げます。現代社会を生きていくうえで、身
近に発生する課題を受講生と一緒に考えていきたいと思います。ぜひ、受講ください。

とき／９月 30 日㈬～ 10 月 19 日㈪　各回 30 分前から受け付け開始　　ところ／県立広島大学庄原キャンパス
申込期限／９月25日㈮　定員／50人　申込方法／氏名（ふりがな）・住所・電話番号を、FAX、郵便、メールのいずれかで送
付してください。※受講申込に伴う個人情報は、公開講座以外には使用しません。

回 と　き 講座名 ところ 講　師

1 9/30㈬
13:00～14:00

「公民（政治経済）」経済格差の現状について
～トマ・ピケティの問題指摘を巡って～ 1202講義室 経営情報学部

教授　片桐 昭司

2 10/7㈬
10:40～12:10

「公民（現代社会）」憲法の基礎
～立憲主義・憲法改正について～ 1202講義室 総合教育センター

講師　岡田 高嘉

3 10/14㈬
13:00～14:30

「現代文」心の読み書き
～夏目漱石「こころ」を巡って～ 1202講義室 生命環境学部

教授　遠藤 伸治

4 10/19㈪
13:00～14:30

「英語」
どうなる？日本の英語教育 3201講義室 生命環境学部

教授　馬本 勉

　●申し込み先　〒727-0023　庄原市七塚町562　県立広島大学庄原地域連携センター
　●問い合わせ　総務課（地域連携センター担当）　☎0824-74-1000　Fax0824-74-0191
　　　　　　　　庄原地域連携センター　☎/℻ 0824-74-1704　メール：gakujutu@pu-hiroshima.ac.jp

る
こ
と
が
で
き
る
「
５
年
の
後
納

制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
が
、
10
年

の
後
納
制
度
よ
り
も
納
付
で
き
る

期
間
が
短
く
、
保
険
料
の
加
算
額

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
１
０
７

庄
原
い
ち
ば
ん
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
完
売
！

　

市
内
の
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
７
月

１
日
か
ら
販
売
し
て
い
ま
し
た

「
平
成
27
年
度
庄
原
い
ち
ば
ん
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
（
以
下
、

「
商
品
券
」）」
は
、８
月
末
を
も
っ

て
完
売
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
商
品
券
は
次
の
使
用
有

効
期
間
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

ところ　三次市みよし運動公園陸上競技場
チケット（当日入場ゲートで販売）

問い合わせ　ＮＰＯ法人 広島横川スポーツ・カルチャークラブ
　　　　　　☎ 082-521-5789
ホームページ　http://angeviolet.com

大人 高校生以下
一般 1,500円 500円

賛助会員 1,000円 300円

と　き　  月　 日（月・祝）　　　キックオフ！9 21 13時

アンジュヴィオレ広島vs愛媛ＦＣレディース

商
品
券
の
使
用
有
効
期
間

12
月
31
日
㈭
ま
で

※
商
品
券
を
利
用
で
き
る
店
舗
に

つ
い
て
は
、
各
商
工
団
体
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
商
工
会
議
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
１
２
１

備
北
商
工
会

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
９
０
４

東
城
町
商
工
会

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

女子サッカー
２０１５プレナスなでしこリーグ２部試合

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

9月12日㈯～10月18日㈰

コスモス

国営備北
丘陵公園
だより

～期間中の無料入園日～

備北公園「秋まつり」 全
国
大
会

　

全
国
高
校
生
銃
剣
道
大
会

（
７
月
25
日
／
宮
城
県
岩
沼
市
）

●
団
体
戦

山
﨑　

隆
輝
（
東
城
高
１
年
）

中
国
大
会

　

中
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会　

　
（
柔
道
）

（
６
月
13
日
～
14
日
／
島
根
県
出

雲
市
）

●
個
人
戦　

女
子
78
㎏
級

第
１
位

岡
田　

実
咲
（
広
陵
高
３
年
・
濁

川
町
）

　

中
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会　

　
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

（
６
月
20
日
～
21
日
／
島
根
県
隠

岐
郡
）

●
個
人
対
抗
戦　

96
㎏
級

第
２
位

山
中　
　

彬
（
国
泰
寺
高
２
年
・

東
城
町
）

　

中
国
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選

　

手
権
大
会

（
７
月
25
日
～
26
日
／
島
根
県
出

雲
市
）

●
Ｍ
65
（
男
子
65
～
69
歳
）
の
部

８
０
０
ｍ　

第
1
位　

１
５
０
０
ｍ　

第
1
位　

３
０
０
０
ｍ　

第
1
位

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

還
暦
の

部　

第
2
位

波
多　

伸
樹
（
高
町
）

●
Ｍ
40
（
男
子
40
～
44
歳
）
の
部

60
ｍ　

第
２
位

砲
丸
投
げ　

第
２
位

荒
木　

通
広
（
新
庄
町
）

県
大
会

　

広
島
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

　

会（
レ
ス
リ
ン
グ
）

（
６
月
７
日
～
８
日
／
安
芸
郡
海

田
町
）

●
個
人
対
抗
戦　

96
㎏
級

第
１
位

山
中　
　

彬
（
国
泰
寺
高
２
年
・

東
城
町
）

　

広
島
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

　

会（
柔
道
）

（
６
月
20
日
／
広
島
県
立
総
合
体

育
館
）

●
個
人
戦　

女
子
78
㎏
級

第
１
位　

岡
田　

実
咲
（
広
陵
高
３
年
・
濁

川
町
）

　

広
島
県
障
害
者
陸
上
競
技
大
会

（
５
月
17
日
／
東
広
島
市
）

●
砲
丸
投　

第
1
位

●
立
ち
幅
跳
び　

第
1
位

森
信　

正
彦
（
川
手
町
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
情
報
政
策
課

広
報
広
聴
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

音楽と花火の祭典

９月21日（月・祝）、10月４日（日）、11日（日）
※９月21日は65歳以上の方のみ入園無料

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

　

秋
ま
つ
り
期
間
中
の
週
末
・

祭
日
を
中
心
に
、
手
軽
に
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　

毎
年
好
評
の
「
神
楽
上
演
」

を
開
催
し
ま
す
。
迫
力
の
舞
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
カ
ヌ
ー
体
験
」「
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
」
な

ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

【
音
楽
と
花
火
の
祭
典
】

　

音
楽
ラ
イ
ブ
と
約
２
０
０
０

発
の
打
ち
上
げ
花
火
に
よ
る
音

と
光
の
祭
典
。

と
き　

10
月
11
日
㈰

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場

チ
ケ
ッ
ト　

●
大
人
１
５
０
０

円　

●
小
人
（
小
・
中
学
生
）　

５
０
０
円　

●
前
売
限
定
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト(

大
人
２
枚
、
小
人

１
枚)　

２
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ズ
さ
と
や
ま

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
７
２
１
１

【
国
営
備
北
丘
陵
公
園
42
・

１
９
５
㎞
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大

会
参
加
者
募
集
中
！
】

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
を
た

す
き
で
つ
な
い
で
走
る
ユ
ニ
ー
ク

な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

開
催
日　

10
月
25
日
㈰

開
催
場
所

大
芝
生
広
場
お
よ
び
そ
の
周
辺

申
し
込
み
締
め
切
り

10
月
８
日
㈭
必
着

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
は
10
月
１
日
㈭
ま
で

申
し
込
み
先

42
・
１
９
５
㎞
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

協
会
西
日
本
支
部

☎
０
１
２
０
‐
８
４
６
‐
５
９
８

約
２
０
０
万
本
の
秋
の
花
々

　

公
園
の
秋
の
主
役
は
「
コ
ス

モ
ス
」。
国
内
最
大
級
の
１
０
０

品
種
の
コ
ス
モ
ス
が
９
月
下
旬

か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

一
面
に
咲
き
広
が
る
コ
ス
モ
ス

は
背
の
低
い
（
矮わ

い
せ
い
し
ゅ

性
種
）
ド
ワ
ー

フ
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
花
弁
の
形
や
色
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
モ
ス
が
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
と
合
わ
せ
て
、「
花

の
広
場
」
で
は
、
約
１
０
０
万

本
の
ジ
ニ
ア
や
ケ
イ
ト
ウ
な
ど
、

総
数
約
２
０
０
万
本
の
秋
の

花
々
が
咲
き
広
が
り
ま
す
。

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

リレーマラソン

※
「
秋
ま
つ
り
」
の
詳
細
は
、
電

話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

（
８
月
２
日
～
５
日
／
京
都
府
舞

鶴
市
）

●
個
人
対
抗
戦　

96
㎏
級

山
中　
　

彬
（
国
泰
寺
高
２
年
・

東
城
町
）

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
（
柔
道
）

（
８
月
８
日
～
12
日
／
奈
良
県
天

理
市
）

●
個
人
戦　

女
子
78
㎏
級　

岡
田　

実
咲
（
広
陵
高
３
年
・
濁

川
町
）

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

　
（
陸
上
）

（
10
月
24
日
～
26
日
／
和
歌
山
市
）

●
砲
丸
投
、
立
ち
幅
跳
び

森
信　

正
彦
（
川
手
町
）
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　10月９日（金）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

10 月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶「光」齢者、「幸」齢者、「貢」齢者といった言葉が使
われることが、近年増えています。特集２でご紹介し
た皆さんは、正に地域に貢献をし、元気に生き生きと
幸せを感じながら年齢を重ねられていて、お話を聞
いているだけで、うれしい気持ちになりました。
▶朝晩が涼しくなってきました。先日「しょうばら
びと」の取材で高野町に行くと、真昼の日なたにもか
かわらずあまり暑くありませんでした。各地の夏祭
りも終わり秋がやってくると思うと、過ごしやすく
なるとともに、何だか寂しいような気もします。

９～ 10 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
　（つづらの苔玉入れ）
　と　き　９月18日㈮
　　　　　①９時30分～12時
　　　　　②13時～15時30分
　参加費　2,300円
　定　員　①②各20人
○草木染め教室
　（秋の草花でタペストリーを染める）
　と　き　９月28日㈪
　　　　　①９時～12時
　　　　　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○手作りって楽しい！～ゆめさくら講座作品展～
　と　き　９月12日㈯～23日(水・祝)
○母に捧ぐ～さをり織り16年～作品展
　と　き　10月５日㈪～12日(月・祝)　

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
第 11 回絵手紙大賞作品展
とき　10月８日㈭～10日㈯　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

9月16日㈬ 庄原市役所 10時～11時30分
12時30分～15時

9月20日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
21日（月）瀬尾病院 ☎08477-2-0023
22日（火）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
23日（水）細川医院 ☎08477-2-0054
27日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

10月 4日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
11日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
12日（月）東城病院 ☎08477-2-2150

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年７月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1132

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３７，８０７人（前年比－７３６人）　
男　　１７，８９４人（前年比－３４１人）　
女　　１９，９１３人（前年比－３９５人）　
世帯数　１５，９００世帯（前年比－６２世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３４３人（前年比＋３３人）

と　き　９月 28 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　クワイヤアイリス（合唱）
演奏曲目　「いざ主をほめまつれ」
　　　　　「アメージング　グレイス」ほか
▶広島女学院大学の聖歌隊ＯＧを中心に 1996 年に
結成した女声合唱団。現在はメンバー約 40 人で、
声楽家の小玉妙氏の指導、指揮のもと練習を重ね活
動。広島女学院の行事やコンサートで演奏。海外か
らの合唱団との共演や関西学院グリークラブ、広島
大学グリークラブなどの賛助出演をするなど幅広く
活動。2017 年には 20 周年記念コンサートを開催
する予定。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

１、フィルモン音帯（図１）
「フィルモン音帯」は、昭和 10 年頃に日本で発明された、世
界でも珍しい“長時間レコード”です。ＳＰレコードの片面３分
に対し、最大 36 分の再生ができ、当時では驚異的な再生時間
でした。

このフィルモン音帯は、35㎜幅の映画フィルムと同様のセルロ
イド系樹脂（長さ約 13 ｍの帯状）に、“音溝”が平行に約 100
本刻まれた、カラオケの８トラックテープと同じ「エンドレス方式」
です。音質はＳＰレコードより優れていました。

○参考文献
独立行政法人東京文化財研究所「フィルモン音帯に関する調査報告及び
フィルモン音帯の修復」　　
独立行政法人東京文化財研究所「平成２７年度フィルモン音帯一覧」

庄原市食農教育モデル事業
　庄原市食農教育モデル事業は、地域の農業や食の安全などへの
関心・理解を深めるため、市内の小中学校が行う “地域の子ども
たちに「食」と「農業」の大切さを学習する機会を提供する取り
組み ”を支援しています。
　本年度は、市内の小学校 11校がこの事業に取り組んでいます。
それぞれの地域の特色にあわせ、学校田・学校菜園での米、野菜
づくりのほか、りんごやぶどうなど多様な作物の栽培や作業体験
を行っています。

比和小学校の取り組み

フィルモン（音帯・再生機）

口和郷土資料館 ☎ 0824-87-2230

開館：月・木・土　９時～17時

　比和小学校では、比和町郷土芸能振興会の協力により「比和作
業田植え」の体験を行い、地域の歴史や文化を学び、毎日食べる
「お米」とそれが出来るまでの「農」の結び付きへの関心を促す、
特徴的な取り組みが行われています。
　栽培・収穫された作物は、調理実習で自ら作ったものを食べた
り、学校行事で地域の方に振る舞われたり、収穫した米の販売も
行われています。こうした地域の人々との交流も、食に対する関
心・意欲の向上につながり、地域農業への理解を深めることに結
びついています。

２、フィルモン再生機（図２）
この「フィルモン再生機」は、「フィルモン音帯」とＳＰレコー

ドが再生できる兼用の“電気蓄音機”です。内部の製造検査票
によると、昭和 14 年９月 25 日に日本フィルモン㈱で製造され
ています。当時の価格は 320 円、フィルモン音帯は５円でした。

回転のしくみは、１個のモーターの回転をＳＰ（78 回転）とフィ
ルモン音帯（123 回転）の回転に変えるため、２組のギアを組
み合わせた独創的な機構で、80 年前の着想の素晴らしさと技術
の高さが分かる貴重な品物です。

（図1）フィルモン音帯

ＳＰレコード

（図2）再生機

（図3）再生のしくみ

再 生は、直 径 約 18cm
のフィルモン音帯を回転
部に巻き付けて（図３）
スタートさせ、ピックアッ
プ（ＳＰレコードと兼用）
の針で音帯に刻まれた

“音”を取り出し、内蔵の
真空管アンプで増幅して
聴きます。

フィルモン音帯と再生機は、昭和 14 年から 16 年頃まで製造
されていました。現在国内で確認されているフィルモン再生機
の現存する台数はわずか数台、フィルモン音帯は、昨年市内の
方からご寄贈いただいた 10 本を加え百十数本です。

ピックアップフィルモン音帯

回転
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